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１ とてもそう思う 0 7
２ 少しそう思う 18 19
３ あまりそうは思わない 57 56










１ とてもそう思う 54 19
２ 少しそう思う 39 7
３ あまりそうは思わない 7 48







































１ とてもそう思う 14 22
２ 少しそう思う 50 37
３ あまりそうは思わない 32 30














１ とてもそう思う 0 7
２ 少しそう思う 39 48
３ あまりそうは思わない 50 26
































１ とてもそう思う 25 22
２ 少しそう思う 39 41
３ あまりそうは思わない 32 30












１ とてもそう思う 35 22
２ 少しそう思う 43 37
３ あまりそうは思わない 18 26

































１ とてもそう思う 25 26
２ 少しそう思う 53 37
３ あまりそうは思わない 11 26











１ とてもそう思う 57 19
２ 少しそう思う 32 18
３ あまりそうは思わない 7 30






































１ とてもそう思う 29 26
２ 少しそう思う 35 56
３ あまりそうは思わない 29 11











１ とてもそう思う 7 22
２ 少しそう思う 46 37
３ あまりそうは思わない 40 19































１ とてもそう思う 29 22
２ 少しそう思う 46 44
３ あまりそうは思わない 21 26
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Ⅲ．まとめ
日本には、「奥ゆかしい」という言葉が有るように、一般的に日本人は自分そして自分を取り
巻く家族等に価値観を見つけて言葉で表現することは少ない。言い換えれば、誉めることが苦
手である。
「福祉は、介護は、相手の良いところ探し」を大きなテーマとして、クラスの友人・家族・実
習先のご利用者などすべての人の良いところを探し出して、好きになることの実践を行ってき
た。実習先では、「介護の素敵なことば探し」を行い、記録の提出を課題としている。
介護福祉士は、対人援助の専門職であり、自分をどのように捉えているかは明確でなくては
ならない。自尊感情が低い場合は、一般的に他者との人間関係がうまくつくれないといわれ、
対人関係に関する問題を抱えることが多いとされている。また、自尊感情の高い人は、内的な
強さをもち、自己についての強い関心から困難も乗り切ることができると言われている。
調査対象の学生には、２年春学期に「社会福祉援助技術Ⅱ」で行う自己覚知に係る演習内で、
あくまでも自分を知る（自己覚知）演習の一つとしてブラマー・デボラの『自己肯定・自尊の
感情をはぐくむ援助技法』のワークブックの一部を取り上げた。また、「社会福祉援助技術Ⅱ」
で取り上げた各種の演習は、学生にとっては自分を見つめ、見つめ直す学習体験であったと、
多くの学生のリアクションペーパーから覗うことが出来た。「私は、何のとりえもない人間だ」
と思い込んでいたが、「社会福祉援助技術Ⅱ」授業内でのグループワークの際に、グループの人
達から度々「あなたは、このような良いところがある」と指摘をもらって「私も、見どころが
有るのだ」と、自分を見直すようになったと自己覚知のリポートへの記述があった。これは、
集団の力が大きなプラスとなって表れた結果であると考えている。
今回の調査では、生活体験不足や成功体験の脆弱さに加えて高齢者や障害者との生活体験の
乏しさの中ではあるが、２年間で自分を価値ある人間だと思える自己理解、また、対象者もそ
こに居て下さるだけで価値が有るのだという他者理解が深まったことが示唆された。
自己理解や他者理解が出来なくては、他者支援は難しい。対人援助職として、他者理解、自
己理解（自己覚知）を深めることは重要な必要要素であり、自分が自分自身をそのまま受け入
れること出来るようになることが、他人をそのまま受け入れることにつながるものである。自
分の良さに気付き自信を持つことは、他者とも積極的にかかわることが出来るようになり、自
分に自信を持つことで、困難に出会った場合も積極的に取り組み乗り切る活力が生まれる。ま
た、対人援助の要は個別支援であり、対象者が生きてきた多様な価値観を受け入れることが介
護を展開するうえで極めて重要となる。福祉人材教育の果たす役割は極めて大きいものが有
る。２年間でこのような成長が有るのであるから、せっかく縁があり、人の役に立つ仕事がし
たいと志を立てて入学してきた学生を、中途退学などで失うことが無いようにしなくてはなら
ない。介護技術も重要ではあるが、まず、１年春学期から、対人援助職としての基本である感
謝の気持ちや相手を思いやる心の優しさ、そして自己を尊敬し自分は価値ある存在だと理解
し、他者を理解する力を取得させるカリキュラムを組むことが求められよう。
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介護福祉コース入学者数と退学者の推移
入学数 中退数
H19 20 2（2）
H20 13 3（2）
H21 34 4（2）
H22 29 1（1）
H23 12
 （　）内は、１年春学期退学者
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